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11．．作作業業計計画画ととはは 
 建設業における死亡災害の約 3 分の 2 が墜落、転落、建設機械、クレーン等、及び

倒壊、崩壊のいわゆる三大災害で占めており、そのうちの約 20％が建設機械、クレー

ンによるものです。 
 このような状況から労働安全衛生法及び関係規則では色々の対策を定めているとこ

ろでありますが、その対策の一つとして、車両系建設機械、車両系荷役運搬機械、移

動式クレーン、高所作業車、解体用機械（鉄骨切断機・コンクリート圧砕機・解体用

つかみ機）（以下重機等という）等については、事前に「作業計画」の策定とそれに基

づく施工管理を、事業者、特定元方事業者に義務づけているところであります。 
 この作業計画を策定すること自体が大切でありますが、それにも増してこの計画を

策定するまでの「過程」がより重要であります。即ち、当該重機等を使用する場所の

地形、地質･架空電線、埋設物等の地理的環境、作業の内容、使用する重機等の種類能

力、そこで働く作業者の数、配置の状況、気象条件等々を摘出し、これらから予測さ

れる危険有害要因を捉え、危険性又は有害性の調査と低減措置（リスクアセスメント）

を確実に行い、適切な対応と対策をあらかじめ定めることが求められています。 
 これまで過去に発生している重機等の災害の中でもこの作業計画が適正に策定され、

実行されていれば計画策定の過程において危険有害要因を事前に捉え対策を講ずるこ

とによって防止することができた事案が少なからずあったものと思われます。 
 なお、作業計画に関する関係規則の規定は次のとおりです。また、厚生労働省令第

58号により労働安全衛生規則第 151 条の 84が改正され、令別表第 7第６号 1に加え、

令別表第 7 第 6 号 2「1 鉄骨切断機、2 コンクリート圧砕機、3 解体用つかみ機」が規

定されました。 
 
 
労労働働安安全全衛衛生生規規則則  

 （作業計画） 
 第第 115511 条条のの 33  事業者は、車両系荷役運搬機械等を用いて作業（不整地運搬車又は貨

物自動車を用いて行う道路上の走行の作業を除く。以下第 151 条の 7 までにおいて

同じ。）を行うときは、あらかじめ、当該作業に係る場所の広さ及び地形、当該車両

系荷役運搬機械等の種類及び能力、荷の種類及び形状等に適応する作業計画を定め、

かつ、当該作業計画により作業を行わなければならない。 
 2 前項の作業計画は、当該車両系荷役運搬機械等の運行経路及び当該車両系荷役運

搬機械等による作業の方法が示されているものでなければならない。 
 3 事業者は、第 1 項の作業計画を定めたときは、前項の規定により示される事項に

ついて関係労働者に周知させなければならない。 
 （調査及び記録） 
第第 115544 条条 事業者は、車両系建設機械を用いて作業を行なうときは、当該車両系建設

機械の転落、地山の崩壊等による労働者の危険を防止するため、あらかじめ、当該

作業に係る場所について地形、地質の状態等を調査し、その結果を記録しておかな

ければならない。 
（作業計画） 
第第 115555 条条 事業者は、車両系建設機械を用いて作業を行なうときは、あらかじめ、前

条の規定により知り得たところに適応する作業計画を定め、かつ、当該作業計画に

より作業を行なわなければならない。 
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ヌ、機械の組立、解体、輸送等の作業方法 
ル、主な用途以外の用途に使用する場合の措置及び管理の方法 
ヲ、その他安全指示、指導事項等 

(2) 機械の種類等 
 イ、機械の種類、名称、能力 
 ロ、必要台数、選定の理由 
 ハ、特定自主検査、定期自主検査の実施の有無 
(3) 作業環境等 
 イ、地形、地質、湧水、障害物、架空電線、埋設物、地下構造物等の状況等 
(4) 運行の経路 
 イ、運行の経路、標識等 
 また、作業計画の策定はあくまでも、現場の内容のすべてを熟知している関係責任者

が担当することはいうまでもありませんが、元請の関係責任者の指導を受けることはも

とより、実際に作業に従事するベテラン作業員と十分協議し、現場の最高責任者が最終

決定するという段階を経ることが大切です。 
(5) 危険性又は有害性等の特定と低減措置（リスクアセスメント） 

把握した作業内容・作業環境等に基づき、建設機械施工時に予測される労働災害、

事故の発生原因となる危険性又は有害性を洗い出し、その危険性又は有害性に対する

「災害発生の可能性（度合）」と「災害の重大性（重篤度）」を見積もって「危険度（優

先度）」を判定し、危険性又は有害性を除去・低減させ、安全衛生水準の向上を目指す

ものであります。 

 

33．．作作業業計計画画のの関関係係者者へへのの周周知知  

  関係の法令規則でもこの作業計画の関係者への周知を規定しております。周知方法

は特に定められておりませんがコピーして関係者全員に配布する（この場合受領サイ

ンを貰うことが望ましい）もしくは、朝礼時、作業打合せ時に掲示、説明、確認する

などの措置を行うことが必要です。 
 
44．．作作業業計計画画にに関関すするる特特定定事事業業者者とと関関係係請請負負人人（（事事業業者者））ととのの関関係係  

 作業計画の策定は、あくまでも事業者（関係請負人）の責任において行うべきもの

でありますが、特定元方事業者においても、下記のとおり規定されておりますので留

意する必要があります。 
  

労労働働安安全全衛衛生生法法  

（事業者の行うべき調査等） 
第第 2288 条条のの 22 事業者は、厚生労働省令で定めるところにより、建設物、設備、原材料、

ガス、蒸気、粉じん等による、又は作業行動その他業務に起因する危険性又は有

害性等を調査し、その結果に基づいて、この法律又はこれに基づく命令の規定に

よる措置を講ずるほか、労働者の危険又は健康障害を防止するため必要な措置を

講ずるように努めなければならない。ただし、当該調査のうち、化学物質、化学

物質を含有する製剤その他の物で労働者の危険又は健康障害を生ずるおそれの

あるものに係るもの以外のものについては、製造業その他厚生労働省令で定める

業種に属する事業者に限る。 
2～3 略 
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  2 前項の作業計画は、次の事項が示されているものでなければならない。 
1 使用する車両系建設機械の種類及び能力 

   2 車両系建設機械の運行経路 
   3 車両系建設機械による作業の方法 

3 事業者は、第 1 項の作業計画を定めたときは、前項第 2 号及び第 3 号の事項に

ついて関係労働者に周知させなければならない。 
（作業計画） 
第第 119944 条条のの 99 事業者は、高所作業車を用いて作業（道路上の走行の作業を除く。以

下第 194 条の 11 までにおいて同じ。）を行うときは、あらかじめ、当該作業に係

る場所の状況、当該高所作業車の種類及び能力等に適応する作業計画を定め、か

つ、当該作業計画により作業を行わなければならない。 
2 前項の作業計画は、当該高所作業車による作業の方法が示されているものでな 

ければならない。 
3 事業者は、第 1 項の作業計画を定めたときは、前項の規定により示される事項

について関係労働者に周知させなければならない。 
 
ククレレーーンン等等安安全全規規則則  

（作業の方法等の決定等） 
第第 6666 条条のの 22 事業者は、移動式クレーンを用いて作業を行うときは、移動式クレーンの

転倒等による労働者の危険を防止するため、あらかじめ、当該作業に係る場所の

広さ、地形及び地質の状態、運搬しようとする荷の重量、使用する移動式クレー

ンの種類及び能力等を考慮して、次の事項を定めなければならない。 
    1 移動式クレーンによる作業の方法 
    2 移動式クレーンの転倒を防止するための方法 
    3 移動式クレーンによる作業に係る労働者の配置及び指揮の系統 

2 事業者は、前項各号の事項を定めたときは、当該事項について、作業の開始前

に、関係労働者に周知させなければならない。 
  

22．．作作業業計計画画のの内内容容とと策策定定のの方方法法  

  作業計画の内容については前記１後段の関係規則条文により定められておりますが、

作業計画の策定に当って特に苦労するのが作業の方法（移動式クレーンにあっては、

作業の方法に加えて転倒の防止、労働者の配置及び指揮の系統）であります。 
  どの程度、どのような内容で、ということは法令に定められておりませんが、さし

あたり次の事項が判るようにすることが必要であると思われます。 
(1) 作業の内容、条件 
 イ、機械の設置位置、制限速度 

ロ、作業の概略、時間、他の重機等との作業の調整、公道使用時の措置 
ハ、立入禁止区域の設定と措置の方法 
二、重機等の転落（転倒）防止措置の方法 
ホ、接触防止（上部旋回体を含む）措置の方法 
へ、障害物（架空電線を含む）埋設物、地下構造物等に対する措置の方法 
ト、作業指揮者の選任と指揮の内容 
チ、誘導者の選任、誘導の方法（合図者の指名、合図の方法） 
リ、機械等の運転者（玉掛者を含む）の氏名、資格等 
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労労働働安安全全衛衛生生法法でで作作業業計計画画等等のの作作成成がが規規定定さされれてていいるる事事項項  

  

関係条文 対象機械・作業 定める事項・措置等 

安衛則 151 の 3 車両系荷役運搬機械 作業計画 

 〃 155 車両系建設機械  〃 

 〃 194 の 5 ジャッキ式つり上げ機械  〃 

 〃 194 の 9 高所作業車  〃 

 〃 517 の 2 建築物等の鉄骨組立て作業  〃 

 〃 517 の 6 鋼橋架設等の作業  〃 

 〃 517 の 14 コンクリート造の工作物の解体等作業  〃 

 〃 517 の 20 コンクリート橋架設等の作業  〃 

クレーン則 66 の 2 移動式クレーン 作業方法等 

安衛則 400 採石作業 作業計画 

 〃   402 〃 作業計画の変更 

 〃   413  〃 運搬機械等及び小割機械の通行経路等 

 〃   355 明り掘削 
作業箇所等の調査→適応する掘削の時

期、順序等 

 〃   364  〃  （運搬機械等） 運行経路、機械の出入の方法 

 〃   380 ずい道等の掘削 施工計画 

 〃   383    〃 施工計画の変更 

 〃   392 ずい道支保工 標準図 

 〃   376 潜函・井筒内の明り掘削 沈下関係図書 

 〃   240 型枠支保工 組立図 

 〃   370 土止め支保工  〃 

 〃   638 の 3 特定元方事業者 
工程計画、主要機械・架設建設物の配

置計画等 

 〃   638 の 4    〃 

車両系建設機械、移動式クレーンにつ

いて関係下請負人の定める作業計画と

上記計画との適合指導 

 〃  (662 の 6) パワーショベル等 関係請負人との作業等に必要な連絡調整 

 〃  (662 の 7) くい打ち機等         〃 

 〃  (662 の 8) 移動式クレーン         〃 

 

 4 

（特定元方事業者等の講ずべき措置） 

第第 3300 条条 特定元方事業者は、その労働者及び関係請負人の労働者の作業が同一の場

所において行われることによって生ずる労働災害を防止するため、次の事項に関す

る必要な措置を講じなければならない。 

1～4 略 

5 仕事を行う場所が仕事ごとに異なることを常態とする業種で、厚生労働省令で定

めるものに属する事業を行う特定元方事業者にあっては、仕事の工程に関する計画

及び作業場所における機械、設備等の配置に関する計画を作成するとともに、当該

機械、設備等を使用する作業に関し関係請負人がこの法律又はこれに基づく命令の

規定に基づき講ずべき措置についての指導を行うこと。 

6 略 

 
労労働働安安全全衛衛生生規規則則  

（危険性又は有害性等の調査） 
第第 2244 条条のの 1111 法第 28 条の 2 第 1 項の危険性又は有害性等の調査は、次に掲げる時

期に行うものとする。 
一 建設物を設置し、移転し、変更し、又は解体するとき。 
二 設備、原材料等を新規に採用し、又は変更するとき。 
三 作業方法又は作業手順を新規に採用し、又は変更するとき。 
四 前三号に掲げるもののほか、建設物、設備、原材料、ガス、蒸気、粉じん等

による、又は作業行動その他業務に起因する危険性又は有害性等について変化が

生じ、又は生ずるおそれがあるとき。 
（計画の作成） 
  第第 663388 条条のの 33  法第 30 条第 1 項第 5 号に規定する特定元方事業者は、同号の計画の

作成については、工程表等の当該仕事の工程に関する計画並びに当該作業場所にお

ける主要な機械、設備及び作業用の仮設の建設物の配置に関する計画を作成しなけ

ればならない。 
（関係請負人の講ずべき措置についての指導） 
 第第 663388 条条のの 44 法第 30 条第 1 項第 5 号に規定する特定元方事業者は、同号の関係請負

人の講ずべき措置についての指導については、次に定めるところによらなければな

らない。 
   1 車両系建設機械のうち令別表第 7 各号に掲げるもの（同表第 5 号に掲げるも

の以外のものにあっては、機体重量が 3 トン以上のものに限る。）を使用する

作業に関し第 155 条第 1 項の規定に基づき関係請負人が定める作業計画が、法

第 30 条第 1 項第 5 号の計画に適合するよう指導すること。 
   2 つり上げ荷重が 3 トン以上の移動式クレーンを使用する作業に関しクレーン

則第 66 条の 2 第 1 項の規定に基づき関係請負人が定める同項各号に掲げる事

項が、法第 30 条第 1 項第 5 号の計画に適合するよう指導すること。 
  

55．．作作業業計計画画のの様様式式等等  

  作業計画の様式については、特に定められておりませんが前記 2．に示した事柄が

充足されているものであればよいので各企業が自社の都合のよい様式を作成するよう

にして下さい。 
  なお、次に添付してある様式は、その一例です。ご活用下さい。 
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換

 
く
い
打

(抜
)機

作
業
指
揮
者

 
・
組
立
、
解
体
、
変
更
、
移
動

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 く
い
打

(抜
)機

合
図
者

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
両

系
建

設
機

械
(締

固
め

用
) 

運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･ロ
ー
ラ
ー
類

 
 

運
転
者

 
作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

 
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
（
誘
導
者
）

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
 
両
 
系
 
建
 
設
 
機
 
械

 
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
用
）

 
運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･コ
ン

ク
リ

ー
ト

ポ
ン

プ
車

 
 

操
作
者

 
・
作
業
装
置
の
操
作

 
作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
輸
送
管
等
の
組
立

 
又
は
解
体

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
者

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
両

系
建

設
機

械
（

解
体

用
）

 
運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･ブ
レ
ー
カ

 
運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
以
上

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す

る
も
の

) 

運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
未
満

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す
る
も
の

) 

作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

 
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
（
誘
導
者
）

 

特
定
自
主
検
査
者

 

高
所

作
業

車
運

転
業

務
 

･高
所
作
業
車

 
運
転
者

 
・
作
業
床
の
高
さ

10
ｍ

 
以
上

 

運
転
者

 
・
作
業
床
の
高
さ

10
ｍ
未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
作
業
床
の
装
着
・
取

外
し

 

誘
導
者

 
(走

行
さ

せ
る

場
合

) 

合
図
（
誘
導
者
）

 
合

図
者

(作
業

床
以
外

の
箇
所
で
操
作
す
る
場

合
) 

特
定
自
主
検
査
者

 

（
注
）「

合
図
者
」
は
、
合
図
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。（

一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 
「
合
図
（
誘
導
者
）」

は
、
誘
導
者
を
置
い
た
場
合
、
一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
示
す
。
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建建
設設
業業
にに
おお
けけ
るる
労労
働働
安安
全全
衛衛
生生
法法
上上
のの
資資
格格
、、
選選
任任
等等
一一
覧覧
表表
  

選
任
等
の
種
別

 
 作
 
業
 
等

 

資
 
 
格
 
 
・
 
 
選
 
 
任
 
 
・
 
 
指
 
 
名
 
 
等

 

主
な
機
械
名

 
技
能
講
習
修
了
者

 
特
別
教
育
修
了
者

 
事
業
者
の
選
任
、
指
名
、
配
置
等

 
特
定
自
主
検
査
者

 
研

修
修

了
者

 

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
・
運
搬
・

積
込
み
用
、
掘
削
用
）

 
運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

 
･モ

ー
タ

ー
グ

レ
ー

ダ
ー

 
･バ

ッ
ク
ホ
ー

 
･ク

ラ
ム
シ
ェ
ル

 

運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
以
上

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す

る
も
の

) 

運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
未
満

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す
る
も
の

) 

作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

 
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図

(誘
導
者

) 
一
定
条
件
下
で
の
用
途

外
使
用
時
、
合
図
者

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
 
両
 
系
 
建
 
設
 
機
 
械

 
（
基
礎
工
事
用
）

 運
 転

 業
 務

 

･パ
イ
ル
ハ
ン
マ
ー

 
･ア

ー
ス
ド
リ
ル

 
･バ

イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
ー

 

運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
以
上

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す

る
も
の

) 

運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
未
満

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す
る
も
の

) 
操
作
者

 
・
作
業
装
置
の
操
作

 

作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

 
交
換

 
く
い
打

(抜
)機

作
業
指
揮
者

 
・
組
立
、
解
体
、
変
更
、
移
動

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 く
い
打

(抜
)機

合
図
者

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
両

系
建

設
機

械
(締

固
め

用
) 

運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･ロ
ー
ラ
ー
類

 
 

運
転
者

 
作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

 
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
（
誘
導
者
）

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
 
両
 
系
 
建
 
設
 
機
 
械

 
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
用
）

 
運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･コ
ン

ク
リ

ー
ト

ポ
ン

プ
車

 
 

操
作
者

 
・
作
業
装
置
の
操
作

 
作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
輸
送
管
等
の
組
立

 
又
は
解
体

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
者

 
特
定
自
主
検
査
者

 

車
両

系
建

設
機

械
（

解
体

用
）

 
運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

･ブ
レ
ー
カ

 
運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
以
上

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す

る
も
の

) 

運
転
者

 
・
機
体
重
量

3ｔ
未
満

 
(動

力
に
よ
り
自
走
す
る
も
の

) 

作
業
指
揮
者

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

 
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、

接
触

 

合
図
（
誘
導
者
）

 

特
定
自
主
検
査
者

 

高
所

作
業

車
運

転
業

務
 

･高
所
作
業
車

 
運
転
者

 
・
作
業
床
の
高
さ

10
ｍ

 
以
上

 

運
転
者

 
・
作
業
床
の
高
さ

10
ｍ
未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
作
業
床
の
装
着
・
取

外
し

 

誘
導
者

 
(走

行
さ

せ
る

場
合

) 

合
図
（
誘
導
者
）

 
合

図
者

(作
業

床
以
外

の
箇
所
で
操
作
す
る
場

合
) 

特
定
自
主
検
査
者

 

（
注
）「

合
図
者
」
は
、
合
図
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。（

一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 
「
合
図
（
誘
導
者
）」

は
、
誘
導
者
を
置
い
た
場
合
、
一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
示
す
。
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7 

 
選
任
等
の
種
別

 
 作
 
業
 
等

 

資
 
 
格
 
 
・
 
 
選
 
 
任
 
 
・
 
 
指
 
 
名
 
 
等

 

主
な
機
械
名

 
技
能
講
習
修
了
者

 
特
別
教
育
修
了
者

 
事
業
者
の
選
任
、
指
名
、
配
置
等

 
特
定
自
主
検
査
者

 
研

修
修

了
者

 

不
整

地
運

搬
車

運
転

業
務

 

･ク
ロ
ー
ラ
ダ
ン
プ

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t以
上

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換

 
・
一
の
荷
の
重
量
が

10
0k

g
以
上

の
荷
の
積
卸
し

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、
接

触
 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 

特
定
自
主
検
査
者

 

シ
ョ

ベ
ル

ロ
ー

ダ
ー

・
 

フ
ォ

ー
ク

ロ
ー

ダ
ー

運
転

業
務

 

･シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー

 
･フ

ォ
ー
ク
ロ
ー
ダ
ー

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t以
上

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、
接

触
 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 

 

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
業

務
 

･フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t以
上

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、
接

触
 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 

特
定
自
主
検
査
者

 

ボ
ー

リ
ン

グ
マ

シ
ン

運
転

業
務

 
･ボ

ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン

 
 

運
転
者

 
作
業
指
揮
者

 
・
組
立
、
解
体
、
変
更
、
移
動

 
 

合
図
者

 
 

巻
上

げ
機

運
転

業
務

 
･ウ

イ
ン
チ

 
 

運
転
者

 
 

 
 

 

ジ
ャ

ッ
キ

式
つ

り
上

げ
機

械
 

運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 
･ ジ

ャ
ッ

キ
式

吊
上

機
械

 
 

調
整
・
運
転
者

 
 

 
 

 

軌
道

装
置

（
動

力
車

）
 

運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

 
 

運
転
者

 
 

誘
導
者

 
・
後
押
し
運
転

 
監
視
人

 
・
ず
い
道
断
面
狭
小

の
場
合

 
 

機
械

を
運

転
す

る
場

合
 

 
 

 
 

 
合
図
者

 
・
運
転
開
始
の
合
図

 
 

（
注
）「

合
図
者
」
は
、
合
図
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。（

一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 
「
合
図
（
誘
導
者
）」

は
、
誘
導
者
を
置
い
た
場
合
、
一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
示
す
。
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リリススククアアセセススメメンントトのの手手順順  
  

危険性又は有害性の洗い出し 
○○なので、○○になる  →  手すりがないので、落ちる 
原 因   結 果        原 因    結 果 

 

○○なので、○○して、○○になる  →  通路に凸凹があるので、つまずいて、転ぶ 
原 因        結 果        原 因            結 果 
 

結果の表現は、災害の型で表し、｢落ちる｣｢転ぶ｣｢はさまれる｣｢感電する｣｢おぼれる｣｢やけどする｣｢腰を痛め

る｣｢酸欠になる｣｢じん肺になる｣などのように言い切る。 
危ない・危険性があるのようなあいまいな表現は避ける。 
このように原因と結果を具体的に表現することにより、危険性・有害性をありありと思い浮かべ、記憶に残す

ことができる。 
 

危険性又は有害性の見積り 
「災害発生の可能性」と「災害の重大性」から見積る。 

見積りする時に、2 か 3・3 か 4 の判断に迷ったら重い方と採るようにする。 
「災害発生の可能性」の見積基準              「災害の重大性」の見積基準 

災害発生の可能性 可能性の見積基準 記号  受傷の重大性 重大性の見積基準 記号 
ほとんど起こらない 5年に1回程度発生する 1  軽 微 休業 3 日以内 1 

たまに起こる 1年に1回程度発生する 2  重 大 休業 4 日以上 2 
かなり起こる 6月に1回程度発生する 3  極めて重大 死亡・障害 3 

 

危険性又は有害性の評価 
「見積基準を基にした危険性の評価」 

        重大性 
可能性 

1   軽 微 
（休業 3 日以内） 

2 重 大 
（休業 4 日以上） 

3  極めて重大 
（死亡・障害） 

1 ほとんど起こらない 2 3 4 
2 たまに起こる 3 4 5 
3 かなり起こる 4 5 6 
 

「危険性又は有害性の評価と危険度（優先度）の判定基準」 
危険性の見積 危険性の評価 危険度（優先度） 判   定 

6 極めて大きい ５５  即座に対策が必要 
5 かなり大きい ４４  抜本的に対策が必要 
4 中 程 度 ３３  何らかの対策が必要 

        3 かなり小さい ２２  現時点では対策の必要なし 
2 極めて小さい １１  対策の必要なし 

  

スステテッッププ４４  危険性又は有害性の除去・低減対策の検討と実施 
  除去・低減対策は、次の順序で検討する。 

１．着手前(計画段階)での高リスク作業の排除。作業方法や使用材料の安全側への変更。 
２．手摺など安全設備の設置や安全装置のついた機械など物理的な安全対策。 
３．教育訓練、作業手順の周知、作業指示の徹底など人的な安全対策。 
４．個人用保護具の使用による安全対策(安全帯など) 

 
実施内容の記録 

リスクアセスメント及び対策の記録。リスクアセスメントを取り入れて作成した「作業手順」や「リスク

アセスメント KY 活動表」あるいは「労働災害再発防止検討結果」自体が記録となります。別の工事現場

に移っても現場の条件など一部を検討し直すことで再活用することができます。 

スステテッッププ１１  

スステテッッププ２２  

スステテッッププ３３  

スステテッッププ５５  

  
8 

 
選
任
等
の
種
別

 
 作
 
業
 
等

 

資
 
 
格
 
 
・
 
 
選
 
 
任
 
 
・
 
 
指
 
 
名
 
 
等

 

免
許
取
得
者

 
技
能
講
習
修
了
者

 
特
別
教
育
修
了
者

 
事
業
者
の
選
任
、
指
名
、
配
置
等

 

ク
レ

ー
ン

運
転

業
務

 
運
転
士

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

 
5ｔ

以
上

 

運
転
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

5ｔ
以
上
の
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン

 
運
転
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

5ｔ
未
満
の
ク
レ
ー
ン

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

5ｔ
以
上
の
跨
線
テ
ル
ハ

 

作
業
指
揮
者

 
・
ク
レ
ー
ン
の
組
立
、
解
体

 
合
図
者

 
・
運
転

 

移
動

式
ク

レ
ー

ン
運

転
業

務
 

運
転
士

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

 
5ｔ

以
上

 

運
転
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

1ｔ
以
上

 
5ｔ

未
満
の
小
型
操
作
式
ク
レ
ー
ン

 

運
転
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

1ｔ
未
満
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン

 
作
業
指
揮
者

 
・
ジ
ブ
の
組
立
、
解
体

 
合
図
者

 
・
運
転

 

デ
リ

ッ
ク

運
転

業
務

 
運
転
士

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

 
5ｔ

以
上

 

 
運
転
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

5ｔ
未
満
の
デ
リ
ッ
ク

 
作
業
指
揮
者

 
・
デ
リ
ッ
ク
の
組
立
、
解
体

 
合
図
者

 
・
運
転

 

玉
 
 
 
掛
 
 
 
業
 
 
 
務

 

玉
掛
者

 
・
昭
和

53
.9

.3
0
以
前

の
免

許
で

玉
掛

有

資
格
者
に
限
る

 

玉
掛
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

1ｔ
以
上
の

 
 
ク
レ
ー
ン
・
移
動
式
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク

 

玉
掛
者

 
・
つ
り
上
げ
荷
重

1ｔ
未
満
の

 
 
ク
レ
ー
ン
・
移
動
式
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク

 

 
 

工
事
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
転
業
務

 
 

 
(運

転
方
法
・
故
障
時
の
処
置
を
周
知

) 
作
業
指
揮
者

 
・
組
立
、
解
体

 
 

建
設

用
リ

フ
ト

運
転

業
務

 
 

 
運
転
者

 
作
業
指
揮
者

 
・
組
立
、
解
体

 
合
図
者

 

ゴ
ン

ド
ラ

運
転

業
務

 
 

 
操
作
者

 
 

合
図
者

 

（
注
）「

合
図
者
」
は
、
合
図
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。（

一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 
「
合
図
（
誘
導
者
）」

は
、
誘
導
者
を
置
い
た
場
合
、
一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
示

  
7 

 
選
任
等
の
種
別

 
 作
 
業
 
等

 

資
 
 
格
 
 
・
 
 
選
 
 
任
 
 
・
 
 
指
 
 
名
 
 
等

 

主
な
機
械
名

 
技
能
講
習
修
了
者

 
特
別
教
育
修
了
者

 
事
業
者
の
選
任
、
指
名
、
配
置
等

 
特
定
自
主
検
査
者

 
研

修
修

了
者

 

不
整

地
運

搬
車

運
転

業
務

 

･ク
ロ
ー
ラ
ダ
ン
プ

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t以
上

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換

 
・
一
の
荷
の
重
量
が

10
0k

g
以
上

の
荷
の
積
卸
し

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、
接

触
 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 

特
定
自
主
検
査
者

 

シ
ョ

ベ
ル

ロ
ー

ダ
ー

・
 

フ
ォ

ー
ク

ロ
ー

ダ
ー
運

転
業

務
 

･シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー

 
･フ

ォ
ー
ク
ロ
ー
ダ
ー

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t以
上

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、
接

触
 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 

 

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
業

務
 

･フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t以
上

 
運
転
者

 
・
最
大
積
載
量
１

t未
満

 
作
業
指
揮
者

 
・
作
業
計
画
に
基
づ
く
作
業

 
・
修
理
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
交
換

 

誘
導
者

 
・
転
倒
、
転
落
、
接

触
 

合
図
（
誘
導
者
）

 
 

特
定
自
主
検
査
者

 

ボ
ー

リ
ン

グ
マ

シ
ン

運
転

業
務

 
･ボ

ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン

 
 

運
転
者

 
作
業
指
揮
者

 
・
組
立
、
解
体
、
変
更
、
移
動

 
 

合
図
者

 
 

巻
上

げ
機

運
転

業
務

 
･ウ

イ
ン
チ

 
 

運
転
者

 
 

 
 

 

ジ
ャ

ッ
キ

式
つ

り
上

げ
機

械
 

運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 
･ジ

ャ
ッ

キ
式

吊
上

機
械

 
 

調
整
・
運
転
者

 
 

 
 

 

軌
道

装
置

（
動

力
車

）
 

運
 
 
 
転
 
 
 
業
 
 
 
務

 

 
 

運
転
者

 
 

誘
導
者

 
・
後
押
し
運
転

 
監
視
人

 
・
ず
い
道
断
面
狭
小

の
場
合

 
 

機
械

を
運

転
す

る
場

合
 

 
 

 
 

 
合
図
者

 
・
運
転
開
始
の
合
図

 
 

（
注
）「

合
図
者
」
は
、
合
図
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
。（

一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 
「
合
図
（
誘
導
者
）」

は
、
誘
導
者
を
置
い
た
場
合
、
一
定
の
合
図
を
定
め
、
そ
の
合
図
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
示
す
。
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リリススククアアセセススメメンントトのの手手順順  
  

危険性又は有害性の洗い出し 
○○なので、○○になる  →  手すりがないので、落ちる 
原 因   結 果        原 因    結 果 

 

○○なので、○○して、○○になる  →  通路に凸凹があるので、つまずいて、転ぶ 
原 因        結 果        原 因            結 果 
 

結果の表現は、災害の型で表し、｢落ちる｣｢転ぶ｣｢はさまれる｣｢感電する｣｢おぼれる｣｢やけどする｣｢腰を痛め

る｣｢酸欠になる｣｢じん肺になる｣などのように言い切る。 
危ない・危険性があるのようなあいまいな表現は避ける。 
このように原因と結果を具体的に表現することにより、危険性・有害性をありありと思い浮かべ、記憶に残す

ことができる。 
 

危険性又は有害性の見積り 
「災害発生の可能性」と「災害の重大性」から見積る。 

見積りする時に、2 か 3・3 か 4 の判断に迷ったら重い方と採るようにする。 
「災害発生の可能性」の見積基準              「災害の重大性」の見積基準 

災害発生の可能性 可能性の見積基準 記号  受傷の重大性 重大性の見積基準 記号 
ほとんど起こらない 5年に1回程度発生する 1  軽 微 休業 3 日以内 1 

たまに起こる 1年に1回程度発生する 2  重 大 休業 4 日以上 2 
かなり起こる 6月に1回程度発生する 3  極めて重大 死亡・障害 3 

 

危険性又は有害性の評価 
「見積基準を基にした危険性の評価」 

        重大性 
可能性 

1   軽 微 
（休業 3 日以内） 

2 重 大 
（休業 4 日以上） 

3  極めて重大 
（死亡・障害） 

1 ほとんど起こらない 2 3 4 
2 たまに起こる 3 4 5 
3 かなり起こる 4 5 6 
 

「危険性又は有害性の評価と危険度（優先度）の判定基準」 
危険性の見積 危険性の評価 危険度（優先度） 判   定 

6 極めて大きい ５５  即座に対策が必要 
5 かなり大きい ４４  抜本的に対策が必要 
4 中 程 度 ３３  何らかの対策が必要 

        3 かなり小さい ２２  現時点では対策の必要なし 
2 極めて小さい １１  対策の必要なし 

  

スステテッッププ４４  危険性又は有害性の除去・低減対策の検討と実施 
  除去・低減対策は、次の順序で検討する。 

１．着手前(計画段階)での高リスク作業の排除。作業方法や使用材料の安全側への変更。 
２．手摺など安全設備の設置や安全装置のついた機械など物理的な安全対策。 
３．教育訓練、作業手順の周知、作業指示の徹底など人的な安全対策。 
４．個人用保護具の使用による安全対策(安全帯など) 

 
実施内容の記録 

リスクアセスメント及び対策の記録。リスクアセスメントを取り入れて作成した「作業手順」や「リスク

アセスメント KY 活動表」あるいは「労働災害再発防止検討結果」自体が記録となります。別の工事現場

に移っても現場の条件など一部を検討し直すことで再活用することができます。 

スステテッッププ１１  

スステテッッププ２２  

スステテッッププ３３  

スステテッッププ５５  
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1．ブルドーザー
2．モーターグレーダー
3．トラクターショベル
4．ずり積機
5．スクレーパー
6．スクレープドーザー
7．1から6までに掲げる機械に類するものとし
　　て厚生労働省令で定める機械

1．掘削用、基礎工事用等の区分は、便宜上主た
　　る用途を示したものであり、当該機械の用途
　　を限定して考えるものではない。

2．「ブルドーザー」には、ストレートドーザー、
　　アングルドーザー、チルトドーザー、レーキ
　　ドーザー等を含む。

3．2 の 1 〜 4 の機械は、同一の機体でアタッ
　　チメントの交換によってそれぞれの名称で呼
　　ばれるものが多く、これらは、万能掘削機と
　　も呼ばれる。

4．「くい打機」「くい抜機」には、移動式クレー
　　ンにバイブロハンマーなどをセットしたもの
　　を含む。

5．「ずり積機」は、ロッカーショベルなどの積
　　込み機械をいう。

6.「せん孔機」は、いわゆるベノトボーリングマ
　　シンおよびこれに類する機械をいう。

7．「ローラー」には、タイヤローラー、ロードロー
　　ラー、振動ローラー、タンピングローラー等
　　がある。

8．トラクターショベルとは、履帯式のものまた
　　はタイヤ式で全4輪駆動のものをいい、いわ
　　ゆるショベルローダーといわれるもので、前
　　輪または後輪の2輪駆動のものは含まない。

9．建柱車は、電柱の建込みに使用されるもので
　　あるがジブにアースオーガーを取付けたもの
　　で、穴掘り作業を行うためアースオーガーに
　　該当するが、柱の建込み作業以外の作業で、
　　移動式クレーンのみを用いて作業する場合
　　は、移動式クレーンとする。

10．「鉄骨切断機」は、鉄骨 ( 非鉄金属の工作
　　物の切断を含む ) を切断するためのはさみ状
　　のアタッチメントを装着した建設機械をい
　　う。

11．「コンクリート圧砕機」は、コンクリートを
　　砕くためのはさみ状のアタッチメントを装
　　着した建設機械 ( 鉄筋を切断するための機能
　　を付加したものを含む )をいう。

12．「解体用つかみ機」は、木造の工作物を解体
　　し、またはその解体物をつかんで持ち上げる
　　ホーク等を装着した建設機械をいう。

1．パワーショベル
2．ドラグショベル
3．ドラグライン
4．クラムシェル
5．バケット掘削機
6．トレンチャー
7．1から6までに掲げる機械に類するものとし
　　て厚生労働省令で定める機械

1．くい打機
2．くい抜機
3．アースドリル
4．リバースサーキュレーションドリル
5．せん孔機 (チュービングマシンを有するもの
　　に限る )
6．アースオーガー
7．ペーパードレーンマシン
8．1から7までに掲げる機械に類するものとし
　　て厚生労働省令で定める機械

1．ローラー
2．1に掲げる機械に類するものとして厚生労働
　　省令で定める機械

1．コンクリートポンプ車
2．1に掲げる機械に類するものとして厚生労働
　　省令で定める機械

1．ブレーカー
2．鉄骨切断機
3．コンクリート圧砕機
4．解体用つかみ機

建設機械類の分類

中分類 小 分 類 解 釈 例 規 等

　
　

積
込
用
機
械

１
、
整
地
・
運
搬

２
、
掘
削
用
機
械

３
、
基
礎
工
事
用
機
械

　
　

用
機
械

４
、
締
固
め
　
　
打
設
用
機
械

５
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
　
　

機
械

６
、
解
体
用

（安衛法施行令別表第7）
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